
山
の
田
も
水
に
事
欠
く
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。天
か
ら
の
恵
み
の
雪
が
田
を
潤
し
、地
の
恵
み

「
米
」か
ら
私
た
ち
は
生
命
を
い
た
だ
く
。南
魚
沼
市
泉
盛
寺
に
て
。　

酒
井　

建
（
編
集
部
）

越後魚沼探訪
南魚沼・中魚沼・北魚沼エリアを行く

 Thanks to Snow    A Dragonfly in Heaven
　Rainy season is just around the corner.  My birth month is June and I’d always wondered to 
which season June belongs, spring or summer?  Have you ever thought about it?  It is definitely 
summer where I’d spent most of my adult life, which is Subtropics.  Here, it seems to be the end of 
spring but summer has not really started yet. It is as if we have the fifth season that is called Tsuyu. 
　I haven’t met a single person who claims to love Tsuyu.  It is wet and cool even cold or sometimes 
too hot and humid.  Who could like such a season?  Well, I became the one.  I’d forgotten how 
beautiful hydrangeas were.  They have all the shades of purple to blue to light pink.  When it rains, 
the color gets more distinct.  
　People talk about cherry blossoms a lot but not much about hydrangeas.  They should.  In this 
snow country, Ajisai blooms quietly in rain and does not assert itself too much unless you notice. 
　I say my birth season is Tsuyu and I love it.

　四季 “Four seasons”という言葉の持つしっとりとした豊かさを夢みながら、人生の大半を
亜熱帯で過ごしてきた。そこでは延 と々続く地獄のように蒸し暑い夏、短いぼんやりとした茶色
の冬、その前後に一日だけある春と秋が四季だった。子供時代を過ごした雪国の、鮮やかに
色分けられる四季にどれほど憧れていただろう。
　四季とは呼ぶけれど、春と夏の間にある五番目の季節がもうすぐやってくる。それは亜熱帯
では見かけることがなかったアジサイの季節。雨の中で一番美しく、ひっそりと咲くアジサイに、
雪国に住むようになって一段と惹きつけられている。　　　　　  土井ひとみ　Hitomi Doi

一
年
の
う
ち
半
年
間
も
山
頂
に
雪
を
い
た

だ
き
、
水
田
を
前
景
に
し
た
様
は
日
本
の

原
風
景
そ
の
も
の
だ—

特
集

越
後
魚
沼
の
山
々

魚
沼
市
・
十
日
町
市
・
津
南
町
・
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町 

そ
し
て
周
辺
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以
前
、
友
人
が
私
の
と
こ

ろ
（
旧
塩
沢
町
）
へ
来
た
時
、

「
空
が
高
い
で
す
ね
」と
言
っ

た
。
空
に
高
い
低
い
が
あ
る

の
か
、
不
思
議
な
こ
と
を
言

う
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の

当
時
、
友
人
の
い
た
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ば
平
原
み

た
い
な
、
山
と
い
っ
て
も
低
い
丘
陵
し
か
な
い
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
古
典
に
「
山
の
際き

わ

」「
山
の
端は

」
と
い
う
言
葉
が

で
て
く
る
。
空
を
見
る
と
き
、
た
い
て
い
は
山
の

際
、
山
の
端
か
ら
空
を
見
る
。
平
地
か
ら
高
い
山

を
見
る
と
、視
線
が
高
く
な
り
、空
が
高
く
見
え
る
。

そ
の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

友
人
の
一
言
で
あ
っ
た
。

　
仰
ぎ
見
る
高
い
山
は
、
神

が
存ま

し
ま

す
霊
山
と
崇あ

が

め
ら
れ
て

き
た
。
結
果
、
山
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
神
が
宿
る
こ
と
と

な
っ
た
。
見
渡
す
限
り
四
方

地
平
線
の
平
原
に
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
霊
山
の
一
つ
、
苗
場
山
は

標
高
二
一
四
五
メ
ー
ト
ル
、

新
潟
・
長
野
両
県
境
に
ま
た

が
っ
て
い
る
。
約
五
十
～

三
十
万
年
前
に
噴
出
し
た
火
山
で
、
頂
上
部
に
広

が
る
平
坦
面
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
多
数
の

小
沼
、
池
塘
が
散
在
し
、
水
草
が
繁
茂
し
て
稲
の

苗
代
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。「
天
狗
の
苗
代
」「
神

の
苗
場
」
と
称
さ
れ
、
山
名
も
こ
れ
に
よ
っ
た
と

伝
え
る
。
旱か

ん

魃ば
つ

に
は
雨
乞
い
を
祈
願
し
た
。

　
塩
沢
宿
の
鈴
木
牧
之
は
、文
化
八
年（
一
八
一
一
）

に
苗
場
山
に
登
り
、
苗
場
山
記
行
を
著
わ
し
た
。

初
秋
の
旧
暦
七
月
五
日
早
朝
に
塩
沢
宿
を
立
ち
、

そ
の
日
は
三
俣
宿
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
夜
は
、
苗

場
山
や
土
地
に
伝
わ
る
往
古
近
来
の
話
を
聞
い

た
。
翌
朝
暁
に
宿
を
出
立
、
神
職
の
館
で
お
祓
い

を
受
け
て
、
白
衣
に
御
幣
を
携
え
た
案
内
の
先
達

に
連
れ
ら
れ
て
の
清
津
川
か
ら
の
登
山
で
あ
っ

た
。
ブ
ナ
林
の
中
は
、
千
歳
の
枯
木
が
縦
横
に
倒

れ
、
難
々
と
し
た
道
を
行
く
と
、
千
万
な
る
紅
白

青
黄
の
異
草
が
現
れ
た
。
お
花
畑
で
あ
る
。
頂
上

手
前
の
急
峻
な
道
を
上
り
つ
め
る
と
、「
只
一
面

の
平
蕪
、
是
や
髙
天
が
原
と
や
い
わ
む
」
と
苗
場

山
を
評
し
、
眼
下
に
転
じ
て
、
能
登
半
島
は
蛾が

媚び

の
如
く
、
佐
渡
は
青せ

い

螺ら

に
似
た
り
、
と
そ
の
姿
を

讃
え
た
。
夕
刻
、
空
は
低
く
、
天
空
の
澄
ん
だ
空

気
に
包
ま
れ
た
が
、
寒
さ
で
眠
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
上じ

ょ
う

代だ
い

の
鰐わ

に

口ぐ
ち

が
あ
る
と
い
う
龍
岩
窟
を

見
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
あ
っ
た
と
最
後
に
結

ん
で
い
る
。南

魚
沼
市
文
化
財
保
護
審
議
会 

会
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

笛
木
孝
雄

鈴
木
牧
之
の
苗
場
山
記
行

　

名
山
が
多
い
新
潟
県
の
中
で
も
中
越
地
方
、
中
で
も
群
馬
県
、
長
野
県
と
隣
接

し
て
い
る
魚
沼
地
方
に
は
秀
峰
が
集
中
し
て
い
る
。

　

二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
高
山
は
な
い
も
の
の
、
標
高
一
五
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
は
、
交
通
の
便
の
良
さ
も
あ
り
、
特
に
関
東
圏
の
人
た
ち
の

人
気
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
の
山
々
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
く
、
登
山
口
の
駐
車
場
や
登
山
道
も

整
備
さ
れ
て
、
日
帰
り
登
山
が
で
き
る
山
が
ほ
と
ん
ど
。
日
本
屈
指
の
豪
雪
地
帯

で
あ
り
、
五
月
下
旬
で
も
雪
が
残
る
山
が
多
く
、
雪
解
け
水
は
田
畑
を
う
る
お
し
、

日
本
一
の
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
地
場
野
菜
を
育
て
、
そ
の
伏
流
水
で
山
麓
で
は
、

秀
れ
た
日
本
酒
を
造
る
。

　

一
年
の
う
ち
半
年
間
も
山
頂
に
雪
を
い
た
だ
き
、
水
田
を
前
景
に
し
た
様
は
日

本
の
原
風
景
そ
の
も
の
だ
。
し
か
し
、
言
い
訳
に
な
る
が
「
山
岳
写
真
」
は
、
北

ア
ル
プ
ス
の
高
山
と
は
違
い
、
高
く
特
徴
あ
る
鋭
い
山
が
少
な
く
、
写
真
に
す
る

の
が
む
ず
か
し
い
。

宮
澤　

健
二
（
日
本
写
真
協
会
・
三
軌
会
・
山
岳
写
真
「
白
い
峰
」
会
員
）

北越印刷		 	

芯
しん

菜
さい

箸
ばし

新潟県南魚沼市島新田35-1
TEL090-2679-6283
営業時間／11時～16時30分
定 休 日／日曜日

　

若
い
女
性
三
人
が
、
自
分
た

ち
の
カ
フ
ェ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
は
１
年
半
前
の
こ
と
。

　

店
名
は
「
芯
菜
箸
（
し
ん
さ

い
ば
し
）」。
店
長
の
井
口
さ
ん

が
、
か
つ
て
働
い
て
い
た
大
阪

が
め
っ
ち
ゃ
気
に
入
っ
て
命
名

し
た
ん
だ
っ
て
。

　

お
店
の
売
り
は
「
マ
マ
を
喜

ば
せ
る
店
」
と
誰
か
が
言
っ
て

た
。
メ
ニ
ュ
ー
も
女
性
に
や
さ

し
い
。
広
い
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う

に
走
り
回
る
。

　

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
お

店
に
入
る
と
、
正
面
突
き
当
た

り
の
厨
房
で
、
甲
斐
が
い
し
く

立
ち
回
る
彼
女
た
ち
の
姿
が

清
々
し
い
。

　

越
後
魚
沼
の
女
性
た
ち
は
昔

も
今
も
、
働
き
者
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
健
在
だ
。
取
材
の
お

じ
さ
ん
ま
で
嬉
し
く
な
る
お
店

だ
っ
た
。

　

右
か
ら

　

富
所
　
香
名
さ
ん
（
25
）

　

井
口
し
ほ
り
さ
ん
（
30
）

　

大
津
　
千
穂
さ
ん
（
27
）

　

み
な
さ
ん
南
魚
沼
市
在
住

		

魚
沼
で
は
若
い
女
性
た
ち
も

		

や
っ
ぱ
り
働
き
者
だ
っ
た
…

八海山 1778m〈日本二百名山〉

▲スイーツも充実



浅草岳 1585m 守門岳 1537m〈日本二百名山〉

荒沢岳 1969m〈日本二百名山〉

金城山 1369m 巻機山 1967m〈日本百名山〉

　
残
雪
の
中
、
新
緑
が
山
肌
を
駆
け
上
が
る
魚
沼

の
山
々
。
こ
の
森
で
他
の
樹
木
の
追
随
を
許
さ
な

い
ほ
ど
優
占
す
る
樹
木
が
、
落
葉
広
葉
樹
の
ブ
ナ

で
す
。
ブ
ナ
の
新
緑
の
色
は
「
幸
せ
色
」
と
も
表

現
さ
れ
、
魚
沼
に
暮
ら
す
人
々
に
長
か
っ
た
冬
を

忘
れ
さ
せ
ま
す
。
新
潟
県
は
全
国
2

位
の
ブ
ナ
林
面
積
を
誇
り
、
特
に
魚
沼

に
は
多
く
の
ブ
ナ
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
が
「
雪
」

で
す
。

　『
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
雪
国
だ
っ
た
』
と
い
う
小
説
「
雪

国
」
の
冒
頭
に
も
あ
る
よ
う
に
、
日
本

海
側
と
太
平
洋
側
に
は
積
雪
環
境
に
顕

著
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
積
雪
環

境
の
違
い
は
ブ
ナ
の
分
布
や
優
占
度
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
少
雪
の

太
平
洋
側
の
山
々
で
は
ブ
ナ
は
少
数
派

で
、
様
々
な
樹
木
が
混
じ
っ
た
森
が
一

般
的
で
す
。
こ
の
姿
が
仮
の
姿
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
、
山
脈
を
越

え
た
日
本
海
側

の
山
々
で
は
ブ

ナ
が
極
度
に
優

占
し
た
森
が
形

成
さ
れ
ま
す
。

魚
沼
の
冬
は
長
く
、
積
雪
期
は
約
半
年
に
も
及

び
ま
す
。
積
雪
が
5
m
以
上
に
も
な
る
ブ
ナ
の

森
で
は
数
ト
ン
に
も
及
ぶ
雪
の
布
団
が
樹
木
を
覆

い
、
若
木
の
枝
先
ま
で
も
が
地
面
に
押
し
付
け
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
積
雪
期
と
無
雪
期
の
繰
り
返
し

が
樹
木
の
根
元
付
近
を
湾
曲
さ
せ
、
多
雪
地
特
有

の
木
の
形
「
根
曲
り
」
を
形
成
し
ま
す
（
写
真
）。

ブ
ナ
は
他
の
樹
種
と
比
べ
、
こ
の
よ
う

な
多
雪
環
境
下
で
も
幹
折
れ
が
少
な

く
、根
曲
り
を
し
な
が
ら
森
の
天
井（
林

冠
）
ま
で
成
長
し
森
を
覆
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
も
、
ブ
ナ
の
種
子
は
積

雪
が
あ
る
こ
と
で
乾
燥
や
捕
食
者
か
ら

守
ら
れ
、
豊
作
年
の
翌
春
に
は
次
世
代

を
に
な
う
大
量
の
ブ
ナ
の
実
生
が
森
に

供
給
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ブ
ナ
の
開

葉
は
他
の
樹
木
に
先
駆
け
て
始
ま
り
、

森
が
葉
で
急
速
に
覆
わ
れ
る
た
め
森
に

降
り
注
ぐ
光
を
先
取
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
植
物

に
と
っ
て
、
雪
国
で
ブ
ナ
と
共
存
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、
ブ
ナ

は
多
雪
地
の
森
の
王
者
の
ご
と
く
優
占
し
た
森
を

形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
さ
に
「
雪

あ
り
て
、ブ
ナ
あ
り
」。
魚
沼
の
ブ
ナ
も
私
た
ち
も
、

雪
の
め
ぐ
み
に
よ
っ
て
生
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
る

の
で
す
。

里
山
科
学
館
　「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
雪
国
の
森
を
生
き
継
ぐ
樹
木
「
ブ
ナ
」

紅
花
山
芍
薬

画
・
外
山
康
雄

3　2017年（平成29年）6月1日	 越後魚沼探訪		雪	あ	り	て	

▲キッズルームでママも安心 ▲なつかしさを感じる

越後駒ヶ岳 2003m〈日本百名山〉 中ノ岳 2085m〈日本二百名山〉 八海山 1778m〈日本二百名山〉

越後三山

編
集
後
記

　

創
刊
第
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

初
回
号
に
は
幾
多
の
ご
感
想
や
提
案

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と

り
わ
け
地
域
外
か
ら
の
故
郷
に
寄
せ
る

思
い
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
雪
国
は
、
南
魚
沼
・
中
魚
沼
・

北
魚
沼
の
三
エ
リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
見

ら
れ
る
自
然
や
歴
史
文
化
、
産
業
、
人

物
な
ど
を
見
つ
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
４
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
次
号
は

ま
た
８
ペ
ー
ジ
仕
立
で
「
温
泉
」
を
特

集
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

本
紙
編
集
部
は
、
株
式
会
社
み
ら
い

内
。
発
行
は
北
越
印
刷
株
式
会
社
六
日

町
営
業
所
が
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

編
集
長　

村
山
久
夫
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あじさい公園（十日町市八箇）14,000 株のあじさいが
5.8ha の斜面に咲き誇る。見ごろ 7 月上旬～中旬。
問（一社）十日町市観光協会 ☎ 025-757-3345

越後魚沼探訪
南魚沼・中魚沼・北魚沼

Information
2017 年６月−７月

しねり弁天たたき地蔵祭　（魚沼市小出・
諏訪町弁天堂周辺）6 月 30 日㊎。「しね
り弁天」と声をかければ男性は女性をつ
ねってよく、「たたき地蔵」と呼べば女性は
男性を叩けるという世にも奇妙な祭り。
問魚沼市小出商工会 ☎ 025-792-2124
住吉神社大祭（塩沢まつり）　（南魚沼市・
塩沢駅周辺）7月14 日㊎～16 日㊐。踊
り屋台、樽神輿、神楽、よさこい踊り、バ
ンド演奏などイベントたくさん。問南魚沼
市役所商工観光課 ☎ 025-773-6665
南魚沼市兼続公まつり　（南魚沼市六日
町）7月17 日㊊～19 日㊌。「お六甚句」
に合わせ千人超の市民が踊る「お六流し」
など。最終日は大花火大会。問南魚沼市兼
続公まつり実行委員会 ☎ 025-783-3377
Summer Snow Festival 夏の天空雪ま
つり in八海山　（南魚沼市・八海山ロー
プウェー山頂広場）7月22日㊏10時～15
時。雪山でソリ遊び、雪上宝探しなど。地

野菜と八色すいかも販売。問八海山ロープ
ウェー ☎025-775-3311
うおぬま夏の雪まつり　（魚沼市・交流セ
ンターユピオ）7月22日㊏・23日㊐。真夏
に雪を体験！雪遊びやソリすべりなど。魚の
つかみ取りも大人気。問夏の雪まつり実行
委員会 ☎025-792-9754

〈美術館・博物館〉
浮世絵から新版画までの軌跡展　（南魚沼
市・今泉記念館アートステーション）6 月
14 日まで。浮世絵は広重の名所絵や国芳
の武者絵。新版画は吉田博、川瀬巴水、
伊東深水の作品。観覧料一般 500 円、小
中高 250 円。無休。☎ 025-783-4500
かぐわしき風の中で～猪爪彦一展　（南魚
沼市・池田記念美術館）7 月18 日まで。
行動美術協会会員、新潟県美術家連盟理
事の猪爪彦一さんの個展。詩的で幻想的
な油彩画。観覧料一般 500 円、高校生
以下無料、水曜休館。☎ 025-780-4080

富岡惣一郎 The four seasons（南魚沼
市・トミオカホワイト美術館）7月18 日ま
で。水面、花火、紅葉、冬の信濃川など、
画家が出会った四季折々の白の情景。観覧
料一般 500 円、小中高 250 円、水曜休館。
☎ 025-775-3646
魚沼の偉人 関矢孫左衛門と豪農目黒家

（魚沼市・目黒邸資料館）6 月18 日まで。
江戸末期、割元庄屋をつとめていた関矢
孫左衛門と豪農目黒家の当主達を中心に、
幕末から明治にかけての魚沼地方を紹介。
入館料（目黒邸資料館）一般 200 円、
小中100 円。無休。☎ 025-797-4111
木彫アートキャンプ 2017　二科展出品作家
の公開制作～中央展出品作品はこうして創ら
れる～（十日町市・星と森の詩美術館駐車場）
7月15日～30日。参加作家 、藤巻秀正（十日
町市）、角谷豊明（湯沢町）、古川憲（長岡市）、
小林実（十日町市）入場無料（※館内展示観
覧は有料）、火曜休館。☎025-752-7202

ダム湖百選 奥只見湖（魚沼市）
只見川を源とする日本最大級の人造湖。
5月下旬から11月上旬までは湖上遊
覧を楽しめる。
問奥只見観光㈱☎025-795-2750

八海山火渡り神事（南魚沼市・八海神社城
内口里宮）6 月 25 日㊐。行者が御祈祷の
声とともに素足で火中を渡る迫力の奇祭神
事。問八海会館（八海神社社務所）
☎ 025-775-2693

月岡公園（魚沼市堀之内）
魚沼市は県内最大のユリの生
産地。月岡公園の花ひろばを
一万本のユリが彩る。見ごろは
7月上旬。問（一社）魚沼市観光
協会☎025-792-7300

秋山郷秘湯めぐりスタンプラリー （津南町・
栄村）11月 30 日まで。秋山郷の10 軒の湯
めぐりが楽しめる。問かたくりの宿 ☎ 025-
761-5205、のよさの里 025-767-2345

八色スイカまつり（南魚沼市・あぐりパー
ク八色特設テント）7 月下旬～ 8 月上旬。
直売、スイカ食べ放題など。
問大和観光協会☎ 025-777-3054

湯沢高原（湯沢町）世界最大級166人乗りのロープウェイで７分。標高
1000m、日本最大のロックガーデンに可憐な高山植物が咲き誇る。
問湯沢高原アルプの里☎025-784-3326
http://www.yuzawakogen.com/

二千年蓮（十日町市宝泉寺、二ツ屋）
二千年前の地層から発掘された種から開花
した奇跡の蓮。見ごろ7月中旬～下旬ごろ。
問（一社）十日町市観光協会☎ 025-757-3345

６月

7 月
上旬～
中旬

7 月
中旬～
下旬

中荒沢万年雪
真夏でも冷気が立ち込め、山野草が見られ
る。登山口から展望台までは約 40 分。
問（一社）魚沼市観光協会 ☎ 025-792-7300

FUJI ROCK FESTIVAL’17
（湯沢町・苗場スキー場特設ステー
ジ）７月 28 日㊎～ 30 日㊐（前夜祭
27 日）。国内外のアーティストが
多数出演する、日本最大級のロッ
クフェスティバル。
問 http://www.fujirockfestival.
com/

〈イベント〉


